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捉えるようにデザインされた評価法がある．そのよう

な評価法は，その領域の論文が多く発表されないと，

使用頻度が高くならない．従って，使用頻度が低いか

らといって，単純に使用が薦められないというもので

はない．

また，昨年より本委員会でも論文の評価に取り入れ

るようになったエビデンスレベルに関しては，研究の

デザインがより客観的で，計画的に行われたものが高

いレベルのエビデンスを示す論文であると評価され

る．エビデンスレベルが高いことが必ずしもその論文

に使用されている評価法の信頼性の高さを示すわけで

はないことに注意する必要があるが，エビデンスレベ

ルの高い論文にしばしば使用されている評価法は，や

はり信頼性が高いとして広く受け入れられている評価

法と考えることができるであろう．

リハの各領域の障害に対する評価法は数多くある．

それぞれ，特徴があり，長年使用されているものが多

い．当委員会ではリハ領域で推奨される評価法の検討

表 2　エビデンスレベルⅠ，Ⅱの論文に使用された評

価法の頻度（����年）
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表 4　脊髄損傷・その他の脊髄疾患（����年）
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表 3　脳卒中・その他の脳疾患（����年）
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表 10　����年以来の全データでの使用頻度

（����年，����年，����年，���������年）
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表 5　関節リウマチ・その他の骨関節疾患（����年）
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表 6　脳性麻痺・その他の小児疾患（����年）
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表 7　神経・筋疾患（����年）
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表 8　切断（����年）
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表 9　呼吸・循環器疾患（����年）
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図 1 使用頻度の高い評価法の経年的使用頻度の変化
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図 1 使用頻度の高い評価法の経年的使用頻度の変化
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